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【 】施策の概要
河川を横断する橋梁を施工する際には、適切な河川断面を確保する必要が

あります。このため当初は、鋼矢板を使用した締切工を行うこととし、また
橋脚を施工するための仮桟橋を設置する計画としていました。しかし、現場
条件から、締切工法を大型土のうに変更しても河川断面が確保でき、これに
伴い仮桟橋の設置が不要となることから、締切工法を変更しました。これに
より工期の短縮と工事コストの縮減を図ることができました。

【 】施策のポイント
・大型土のうで半川締切する事により、橋脚施工時の鋼矢板による締め切り
が不要となりました。

・橋脚付近に仮設ヤードが広くとれ、橋脚施工のための仮桟橋の設置が不要
となりました。

・仮桟橋と鋼矢板の締切工では支持杭と鋼矢板の打込みが必要となりますが
大型土のうはトラッククレーンによる積作業のみであり、施工方法が容易
なため、工期を約１ヶ月間短縮することが出来ました。

・これにより、仮桟橋と鋼矢板締切の施工に比べ、約１０％の工事コストの
縮減が図られました。

【施策の実施状況・イメージ図】

（従来：仮桟橋による施工例） （今回：大型土のうによる締切)

施工日数（設置撤去）
仮桟橋 ：約３０日 大型土のう：約１０日
鋼矢板締切工：約１０日

計 約４０日

＜約１ヶ月間の工期短縮＞

工事仮設の見直しによるコスト縮減橋脚施工時の河川締切工法を見直しコスト縮減


